
学校番号 ３００２ 

平成 29年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語演習 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 ＬＴ現代文２ （浜島書店） 常用漢字ダブルクリア三訂版（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・さまざまな文章を使った問題演習に取り組み、「読む能力」とともに、「書く能力」をしっかり

と身につけましょう。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

・授業の中で文章を書く課題が出されることもあります。しっかりと取り組みましょう。 

・レポートなどの課題にも積極的に取り組んでください。 

・毎時間、漢字の小テストを行います。予習をしてしっかり取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・問題演習を通して、進路実現のために必要な総合的な国語力を身につける。 

・小論文、志望動機、自己紹介文などさまざまな文章を書くための表現力を身につける。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（問題集、ノー

ト、ワークシ

ート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規

準 
評価方法 

a b c ｄ ｅ 

１
学
期 

問
題
演
習 

・「風景の創造」（随筆） 

・「責任を取らない生き方と

は？」〈社会） 

・「力の認識」（随筆） 

・「権謀術策の世界を生き抜く

知恵」（社会） 

・「驚異の住まいづくり」（社

会） 

・「空の青さ」（小説） 

・「分人のすすめ」（思想） 

・「全人生をかけて『対話』す

る」（言語） 

・「花ひらく生命」（鑑賞） 

・「言の葉の頼もしさ」（随筆） 

・「『守・破・離』というプロセス」

（文化） 

・「スポーツという身体文化」

（文化） 

 

○      

 
○ 

  ◎       ○ ◎       ○ ○       ○ 

a:文章の内容を理解す

るだけでなく、表現や構

成の工夫を考えながら

読もうとしている。 

c:文章の論理を理解し、

問題に対する答えを的

確に説明しようとして

いる。 

d:文章の構成を考えて、

筆者の考えを的確に把

握している 

e:基礎的な語句の意味

や用法を理解する。 

ａ、ｃ、ｄ、ｅ： 

授業の受け方

と提出物の点

検、定期考査 

表
現
活
動 

・小論文の基礎 

・文章の書き方について 

・自己紹介文 

・農芸高校紹介文 

 
○ ◎ ◎ ◎ 

 

○ 

a:文章や課題の内容を

理解し、適切な表現で書

こうとしている。 

b:表現に工夫しながら

自分の意思を伝えるこ

とができる。 

c:適切な表現で文章を

書くことができる。 

ａ、ｂ、ｃ： 

授業の受け方

と提出物の点

検 

定期テスト 

言
語
学
習 

 

・漢字、語句学習 

○ 

 

◎  ○ 

a:興味をもって取り組

んでいる 

c:的確に語句を使うこ

とができる。 

e:基礎的な語句の意味

や用法を理解し、適切に

表記することができる。 

 

ａ、ｃ、ｅ： 

授業の受け方

と提出物の点

検、小テスト、 

定期テスト 

 



２
学
期 

問
題
演
習 

・「魚がはねるように」（小説） 

・「複雑さを増す進化のかた

ち」（科学） 

・「二つの文章を読み比べる」

（評論） 

・「新しい博物学」（科学） 

・「ことばの遠心性」〈言語〉 

・「内的成長をもたらす社会」

（社会） 

・「『無意識』の中で伝わりあう

もの」（科学） 

・「家と船」（文化） 

・「西行の死生観」（鑑賞） 

・「倫理という力」（思想） 

・「落莫たる孤独」（小説） 

○      

 

○ 

  ◎       ○ ◎       ○ ○       ○ 

a:文章の内容を叙述に

即して的確に読み取ろ

うとする。 

c:文章の論理を理解し、

問題に対する答えを的

確に説明する。 

d:文章の構成を理解し、

筆者の考えを的確に把

握する。 

e:基礎的な語句の意味

や用法を理解する。 

ａ、ｃ、ｄ、ｅ： 

授業の受け方

と提出物の点

検、定期考査 

表
現
活
動 

・作文「これからの心構え」 

・「高校生活について」 

 

 
○ ◎ ◎ ◎ 

 

○ 

a:伝える意識をもって

表現しようとしている。

b:表現に工夫しながら

自分の意思を伝える。c:

適切な表現で文章を書

く。 

ａ、ｂ、ｃ： 

授業の受け方

と提出物の点

検 

定期テスト 

言
語
学
習 

 

・漢字、語句学習 

 

○ 

 

◎ 

 ○ 

a:興味をもって取り組

んでいる。 

c:的確に語句を使うこ

とができる。 

e:基礎的な語句の意味

や用法を理解し、適切に

表記することができる。 

ａ、ｃ、ｅ： 

授業の受け方

と提出物の点

検、小テスト、 

定期テスト 

３
学
期 

問
題
演
習 

・「経済原理に替えられない

母語」（言語） 

・「メルカトルの地図」（社会） 

・「哲学の役割」（思想） 

・「川べりの長い道」（小説） 

・「未来への『伝統回帰』」（社

会） 

・「図表と関連させて読む」（評

論） 

○ 

     

 

○ 

  ◎ 

      ○ ◎ 

      ○ ○ 

      ○ 

a:表現に気をつけなが

ら内容を理解しようと

している。 

c:文章の論理を理解し、

問題に対する答えを的

確に説明する。 

d:文章の構成を理解し、

筆者の考えを的確に把

握する。 

e:基礎的な語句の意味

や用法を理解する。 

ａ、ｃ、ｄ、ｅ： 

授業の受け方

と提出物の点

検、定期考査 



表
現
活
動 

・作文「現在の若者の雇用状

況の問題点」 

・「十年後の私」 

・コミュニケーショントレーニン

グ 

 

○ ◎ ◎ ◎ 

 

○ 

a:何を伝えるべきかを

理解し、適切な方法で伝

えようとしている。 

b:表現に工夫しながら

自分の意思を伝える。 

c:適切な表現で文章を

書く。 

ａ、ｂ、ｃ： 

授業の受け方

と提出物の点

検 

定期テスト 

言
語
学
習 

・漢字、語句学習 

 

○ 

 

◎ 

 ○ 

a:興味をもって取り組

んでいる。 

c:的確に語句を使うこ

とができる。 

e:基礎的な語句の意味

や用法を理解し、適切に

表記することができる。 

ａ、ｃ、ｅ： 

授業の受け方

と提出物の点

検、小テスト、 

定期テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付

けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」

「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


